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１０月の社協だより

　今月号の表紙は「福祉教育活動」です。

写真は広安小学校での認知症サポーター養成講

座で、熊本学園大学の木原さん（実習生）が説

明している場面です。

　他にも当協議会が行った事業で「ワークキャ

ンプ」や「共同募金運動」を紹介しています。

　また、社協情報には１０月の相談日や

お知らせ等をご紹介しています。
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広
崎
２
町
内
福
祉
座
談
会
（
８
月
１
日
）

　
広
崎
２
町
内
で
は
、
区
長
、
民
生
児

童
委
員
、
高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委

員
と
も
に
見
守
り
対
象
者
の
把
握
を
さ

れ
て
お
り
、
常
に
新
た
な
要
見
守
り
者

は
い
な
い
か
ア
ン
テ
ナ
を
張
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
座
談
会
で
も
見
守
り
が

必
要
と
思
わ
れ
る
新
た
な
方
に
つ
い

て
、
民
生
児
童
委
員
と
高
齢
者
相
談
・

地
域
福
祉
委
員
で
情
報
共
有
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

川
内
田
福
祉
座
談
会
（
８
月
６
日
）

　
川
内
田
地
区
で
は
、
35
世
帯
の
地
域

で
、
区
長
、
高
齢
者
相
談
・
地
域
福

祉
委
員
と
も
に
住
民
同
士
も
顔
な
じ
み

の
関
係
が
で
き
て
お
り
、
畑
仕
事
や
道

端
で
会
え
ば
話
を
し
て
地
域
の
中
の
情

報
は
共
有
で
き
て
い
る
と
い
う
話
で
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
６
月
か
ら
毎
週
火

曜
日
と
土
曜
日
の
12
時
30
分
か
ら
川
内

田
橋
付
近
と
東
野
天
満
宮
付
近
に
移
動

販
売
が
来
て
お
り
、
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２2024/10社協だより

講師の藤本先生

例会の様子

　
９
月
５
日
（
木
）
に
開
催
し
、
今
回

は
研
修
で
「
地
域
の
医
療
資
源
を
知
ろ

う
」
と
題
し
、
益
城
町
で
訪
問
診
療
を

行
っ
て
お
ら
れ
る
、
ま
し
き
在
宅
診
療

所
の
藤
本
哲
広
先
生
に
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
委
員
か
ら
「
普
段
か
ら
相

談
な
ど
を
受
け
る
中
で
い
ろ
ん
な
地
域

資
源
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
と
て
も
た

め
に
な
る
。
色
々
知
ら
ん
こ
と
も
あ
る

ね
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
部
地
区
と
西
部
地
区
に

分
か
れ
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
も
あ
り
、
担
当
件

数
や
状
況
に
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
各

委
員
が
工
夫
し
、
考
慮
し
な
が
ら
訪
問

さ
れ
て
い
る
様
子
を
お
互
い
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
か
ら
鍬
農
八
重
子
委
員

（
辻
団
地
）、
８
月
か
ら
森
内
和
代
委
員

（
安
永
１
・
２
町
内
）
が
新
た
に
委
嘱
さ

れ
、
現
在
36
名
の
委
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
高
齢
者
相
談
・
地
域
福
祉
委
員

と
は
、
担
当
地
域
の
高
齢
者
と
そ
の
家

族
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
を
専
門
機

関
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

高齢者相談・地域福祉委員
地域福祉課

第
２
回
例
会
を
開
催

広崎２町内福祉座談会の様子

福 祉 座 談 会
在宅福祉課

広
崎
２
町
内
、
川
内
田
で
開
催

川内田福祉座談会の様子



会員紹介
～タスキ～

３

認
知
症
事
業

地
域
福
祉
課

会
員
登
録
の
き
っ
か
け

　
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
く
て
何

か
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

募
集
の
記
事
を
見
て
、
作
業
の
種
類
な

ど
の
説
明
を
聞
く
う
ち
に
自
分
で
も
で

き
そ
う
だ
と
感
じ
、
登
録
し
ま
し
た
。

活
動
を
と
お
し
て
思
う
こ
と

　
自
宅
の
庭
木
の
剪
定
は
昔
か
ら
や
っ

て
お
り
、
剪
定
作
業
な
ら
道
具
も
あ
る

の
で
で
き
る
作
業
と
思
い
剪
定
作
業
班

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。依
頼
に
よ
っ

て
様
々
な
庭
木
を
剪
定
す
る
た
め
、
初

め
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
て

い
る
会
員
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
自
分
で
で
き
る
作
業
範

囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

趣
味

　
毎
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て
い

ま
す
。
朝
30
分
か
ら
１
時
間
歩
く
と
、

そ
の
１
日
調
子
よ
く
過
ご
せ
る
た
め
、

天
候
の
悪
い
日
以
外
は
歩
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

　
地
域
へ
の
貢
献
と
剪
定
技
術
を
磨
く

こ
と
が
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分

の
体
の
無
理
の
な
い
範
囲
で
、
で
き
る

だ
け
長
く
活
動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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高
年
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

キャラバン・メイト
連絡会

No.49

氏
名
／
福
永
連
さ
ん

所
属
／
剪
定
作
業
班

剪定作業の様子

　
８
月
１
日
（
木
）
に
益
城
町
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
集
ま
り
連
絡
会
を

行
い
ま
し
た
。

　「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」
と
は
、

地
域
で
認
知
症
に
対
し
て
の
正
し
い

知
識
や
理
解
を
広
め
る
た
め
に
、
全
国

で
決
め
ら
れ
た
研
修
を
受
け
ら
れ
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師

役
と
な
ら
れ
た
方
た
ち
の
こ
と
で
す
。

益
城
町
で
も
約
20
名
が
活
動
さ
れ
、
小

中
学
校
や
企
業
な
ど
町
内
の
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
県
認
知
症
介
護
指
導
者
の

会
の
松
永
美
根
子
先
生
に
「
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
の
心
得
」
と
題
し
て
、
メ

イ
ト
の
自
己
研
鑽
の
た
め
の
研
修
を

行
っ
た
あ
と
、
９
月
か
ら
始
ま
る
小
学

校
で
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
内
容
を
検
討
し
た
り
、
役
割
を
考
え

た
り
と
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の
一
人
ひ
と
り
が
役

割
を
真
剣
に
考
え
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

キャラバン・メイトは地域住民や町内の福祉施設職員で構成されています

講師の松永美根子先生
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共
同
募
金
運
動

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

～
「
福
祉
の
お
仕
事
」
を
体
験
～

　
夏
休
み
期
間
中
の
８
月
に
小
学
校
４
年
生

か
ら
社
会
人
を
対
象
に
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
実
際
に
福

祉
施
設
等
で
の
体
験
を
通
し
て
福
祉
に
関
す

る
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
年
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
町
内
の
福
祉
施
設
等
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
11
か
所
の
福
祉
施
設
等
に
25
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ケ
ガ
や
事
故
も
な
く
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
に
感
想
文
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
体
験
の
感
想

シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
熊
本
で
の
体
験

　
職
員
さ
ん
の
利
用
者
さ
ん
へ
の
接
し
方

は
、
ゆ
っ
く
り
で
大
き
い
声
で
話
し
て
い
て

分
か
り
や
す
く
て
お
手
本
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
活
に
活
か
し
た
い
で
す
。

特
養
花
へ
ん
ろ
で
の
体
験

　
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
職
員
さ
ん

が
利
用
者
の
方
に
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て

ほ
し
い
と
の
願
い
が
、
行
動
で
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

く
り
け
っ
と
く
り
け
っ
と
で
の
体
験

　
利
用
者
さ
ん
か
ら
「
あ
な
た
と
お
話
し
て

い
る
と
、
と
て
も
楽
し
い
」
と
言
わ
れ
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
職
員
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
富
シ
ラ
カ
シ
サ
ロ
ン
で
の
体
験

　
最
初
は
緊
張
し
た
け
ど
、
勇
気
を
出
し
て

声
を
か
け
る
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
れ
た
り
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ま
し
き
で
の
体
験

　
み
ん
な
同
じ
場
所
で
協
力
し
て
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
家
庭
的
に
生
活
で
き
て
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。

施
設
内
の
清
掃
。
お
家
で
も
で
き
る

か
な
？
（
そ
よ
か
ぜ
福
祉
作
業
所
）

体
験
だ
け
で
な
く
座
学
で
の
学

習
も
あ
り
ま
し
た
（
熊
東
園
）

事
前
学
習
会
で
の
車
イ
ス
体
験
を
活

か
し
て
ま
す（
ほ
っ
と
ふ
ぁ
み
り
い
）

社会人も参加（パスワーク熊本） 食事前の手指消毒（ひろやす荘） 参加者へお菓子配り（サロン） コップを洗っています（いこいの里）

ワークキャンプがんばります（シルバーライフ熊本）

高齢者疑似体験でのスイカ割
（花へんろ）

施設内の器具を使った体験（ほっとプラス）
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共
同
募
金
運
動

募金種別 金額

１ 戸別募金 3,326,500 円

２ 法人募金 1,305,234 円

３ 職域募金 182,883 円

４ ワッペン募金 101,930 円

５ 自販機募金 139,808 円

６ その他募金 148,611 円

小計 5,204,966 円

募金種別 金額

１ 戸別募金 2,257,100 円

２ 竹筒募金 263,943 円

３ その他募金 1円

小計 2,521,044 円

●令和５年度実績　～令和５年度共同募金実績～

赤い羽根共同募金

共同募金合計　7,726,010 円

●令和５年度実績　～令和５年度共同募金配分事業実績～

令和５年度地域配分金額　6,117,852 円

事業名 詳細 金額 事業名 詳細 金額

１ ワークキャンプ 福祉体験学習 38,300 円 ９ 小地域活動配分金 地域活動助成 335,855 円

２ 親子講座 未就園の親子対象 85,038 円 10 共同募金報告会 区長対象の報告会 9,038 円

３ ボランティア交流会 団体交流事業 141,572 円 11 福祉団体助成 ７福祉団体 1,855,880円

４ 地域サロン助成 活動助成 907,000 円 12 ボランティア協力校 町内７小中学校 350,000 円

５ 地域サロン応援隊養成講座 住民対象の講座 60,000 円 13 歳末たすけあい見舞 ７００世帯 1,126,930円

６ 福祉団体親善スポーツ大会 福祉団体交流事業 59,720 円 14 広報・その他 広報誌等 884,870 円

７ 在宅介護者のつどい 介護者交流事業 8,800 円

８ ボランティアのつどい 社協まつり 274,964 円 合計 6,137,967円

差額 20,115 円は過去の繰越金を活用しています

●共同募金とは
　共同募金は、昭和２２年から民間主体の運
動として始まりました。当時は、戦後半減し
た社会福祉施設の支援に充てられました。
　現在は、社会福祉法のもと地域福祉の推進
＝じぶんの町を良くするしくみとして活用さ
れています。今年も１０月１日～１２月３１
日まで募金運動を行っています。

●募金の使い道
　集められた募金は、全額熊本県共同募金会
へ送金しています。そして、翌年度に広域配
分と地域配分に分けて配分されています。
　広域配分は、熊本県内の社会福祉施設やＮ
ＰＯ法人、保育所等に配分されています。地
域配分は、募金を集めた市町村の社会福祉協
議会へ配分されています。

●非常時にも活用されています
　東日本大震災や平成２８年熊本地震、昨今
頻発している大雨や台風災害時にも活用され
ています。集まった募金の一部を災害等準備
金として活用しています。

●益城町共同募金委員会について
　益城町共同募金委員会は、熊本県共同募金
会から益城町社会福祉協議会が業務を受けて
活動しています。
　１０月から「赤い羽根共同募金」、１１月か
ら「歳末たすけあい募金」を実施し、地域の
皆さんや企業にご協力いただいています。

歳末たすけあい募金

10
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
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当
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
10
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

ず
、
包
括
的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族

と
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
現
在
、
事
前
予
約
制
に
よ
る
個
別
入
会
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

の
ご
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方

は
事
前
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
随
時
（
平
日
９
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
第
２
回
社
協
ま
つ
り
出
展
ブ
ー
ス
募
集

　
社
協
ま
つ
り
開
催
に
あ
た
り
展
示
、
販
売
、

活
動
体
験
な
ど
の
出
展
ブ
ー
ス
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時
／
12
月
21
日
（
土
）
10
時
か
ら
14
時

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

１０月９日（水） 松尾　一
（行政書士）

本田龍子
（人権擁護委員）

西島隆子
（民生児童委員）

１０月１６日（水） 松尾英美
（司法書士）

後藤奈保子
（人権擁護委員）

吉村眞弓美
（民生児童委員）

１０月２３日（水） 松尾英美
（司法書士）

髙本征子
（民生児童委員）

１０月３０日（水） 松尾　一
（行政書士）

岸﨑澄英
（民生児童委員）

１１月６日（水） 松尾英美
（司法書士）

髙田義視
（民生児童委員）



【表紙の人】

◇実習生活動報告

　熊本学園大学社会福祉学部の木原愛菜さんが８月１９
日～９月２５日まで社会福祉士の資格取得のため実習に
来られていました。実習は終了していますが、ご紹介さ
せていただきます。

益城町の良いところ／
　とても優しく温かい人が多く、安心できるところです。
公園や遊び場も多いため、子育て世帯でも住みやすいと
思います。

社会福祉士の資格取得を目指した理由／
　子どもから高齢者が、日常生活の中で不安に感じてい
たり、助けを必要としている時に全ての人が笑顔で生活
できるように支え、力になれる人でありたいと思ったか
らです。

将来の目標／
　昔からお世話になった益城町の人が、笑顔で幸せと感
じられる生活が送れるよう、社会福祉士の資格を取り、
恩返しすることです。

実習の感想／
　様々な事業、社会資源について学習することはもちろ
ん、サロンへの参加または企画作成や実施を通して地域
の方と交流し、接することで笑顔を共有できることが印
象に残っています。また助け合うことができるなど、地
域のつながりや人と人とのつながりの大切さを感じるこ
とができました。まだ学習が必要なところが多いので、
少しでも多く知識を増やせるよう集中して取り組みます。

実習前と後での社協のイメージ／
　「社会福祉協議会とは」と聞かれた時、地域を支えてい
るものと答えていましたが、今では地域を支えるもので
もあり、益城町社会福祉協議会では様々な事業とともに、
困っている方の早期発見、支援に努めており、おにぎり
食堂やサロン、認知症サポーター養成講座などを通じて、
子どもから高齢者まで幅広い方々の生活を支えながら地
域をより良くしていくというイメージを持つようになり
ました。

　実習期間中、地域サロンなどの事業参加や個別支援計
画作成などをされました。今後の活躍に期待です。

７2024/10社協だより

◇
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　
自
宅
で
家
族
等
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
介
護
に
役
立
つ
講
話
や
介
護
者
同
士
の

交
流
、
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日
（
金
）
10
時
か
ら

場
所
／
復
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
じ
い
ろ

　
　
　

住
所
／
益
城
町
宮
園
７
０
２

内
容
／
10
時
か
ら　

介
護
に
必
要
な
栄
養
の
話

　
　
　
12
時
か
ら　

マ
シ
キ
ー
ナ（
介
護
者
交
流
会
）

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ｉ
ｎ
阿
蘇

　
県
下
に
お
け
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
層
の
振
興
を
図
る
た
め
、
今
回
は
阿
蘇
郡
西

原
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
11
月
30
日
（
土
）

場
所
／
西
原
村
総
合
体
育
館

参
加
者
／
県
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

　
　
　
　

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
益
城
町
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
対
象
校
区
・
場
所
／

①
10
月
16
日
（
水
）・
福
田
・
津
森
校
区
・
津
森
分
館

②
10
月
25
日
（
金
）・
広
安
西
校
区
・
ミ
ナ
テ
ラ
ス

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら
開
始
で
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て
開
催
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
参
加
の
申

し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
は
お
住
ま
い
の
地
域

の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
当
協
議
会
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
つ
ぶ
や
き
サ
ロ
ン

　
各
地
域
サ
ロ
ン
で
の
活
動
で
、
参
加
者
の
最

近
の
想
い
（
つ
ぶ
や
き
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

～　

週
３
で　

友
に
誘
わ
れ

ボ
ケ
る
暇
な
し　

～

～　

お
互
い
様　

許
さ
れ
な
が
ら

生
き
て
ま
す　

～

～　

孫
と
ゲ
ー
ム　

手
抜
き
せ
ず
に

ム
キ
に
な
る　

～

～　

な
ん
だ
ろ
か　

何
べ
ん
聞
い
て
も

分
か
り
ま
せ
ん　

～

～　

健
康
で　

サ
ロ
ン
に
参
加
で

町
づ
く
り　

～

～　

明
日
し
よ
う　

い
つ
ま
で
た
っ
て
も

明
日
し
よ
う　

～

～　

目
の
手
術　

見
え
す
ぎ
で
す
よ

シ
ワ
と
シ
ミ　

～

～　

今
も
な
お　

若
い
若
い
とま

だ
思
う　

～

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

氏名／木原　愛菜

趣味／景色がきれいな場所
に行くこと

好きな食べ物／海鮮料理



ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ地域の人たち
が楽しく集まる空間づくりが盛んに行われています。また
介護予防の取り組みや閉じこもりの防止、見守り、仲間づ
くり、社会参加を目的とした活動などを行っています。

８

発行 / 社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

　誰もが安心して暮らせるまちづくりを支えて
いる活動を紹介します。

場所／惣領２町内公民館／日時／奇数月第４木曜日 １０時
　　　　　　　　　　　　　　　偶数月第４水曜日 １０時

能登半島地震災害支援報告

～つながる地域・住みよいまち～

惣領２町内ふれあいサロン 下灰サロン

川内田朝来サロン 中尾サロン

場所／川内田公民館／日時／毎月第３金曜日 １０時

No.319

2024/10社協だより

地域サ ン

◀

２０２4年

10月

場所／中尾公民館／日時／毎月第１金曜日 １３時３０分

　令和６年１月１日に発生した石川県を震源地とする能登半
島地震において、当協議会では日本赤十字社と共同募金会を
通じた災害義援金の募集を行っています。
　令和６年８月末日現在で日本赤十字社で 476,717 円、共同
募金会で 96,379 円の義援金が集まっています。義援金は日本
赤十字社熊本県支部、熊本県共同募金会を通じて被災地へ送
金しています。
　また、石川県珠洲市の災害ボランティアセンターへこれま
で３名の職員を派遣しています。

場所／下寺中灰塚公民館／日時／毎月第３水曜日 １０時

珠洲市災害ボランティアセンター活動

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


